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くなっていきます［Feldman & McCarthy 1983 ; 池 




　同時に、男女の分離（segregation of the sexes）や
































































































































































































































































































































パルダを実践している 厳格には実践していない 実践していない 無回答 合計



































































































































































































































































































































































































































































































形式 年齢 ⼤学 居住地 未／既婚 ⼦供 兄弟 姉妹 ⽗の職業 ⺟の職業 出⾝地 学歴 家族形態 仕事
1 グ 18 PU 家 未婚 n 2 3 会計担当役員 主婦 Lahore B.Com J n
2 グ 18 PU 家 未婚 n 0 2 ? ? Lahore B.Com J n
3 グ 19 PU 家 未婚 n 1 0 公務員 主婦 Lahore B.Com N n
4 グ 19 PU 家 未婚 n 4 0 店舗経営 主婦 Lahore B.Com N n
5 グ 20 GC 家 未婚 n 2 0 会社 主婦 Lahore Bsc Hons N n
6 グ 20 PU Hostel 未婚 n 2 1 地主 主婦 Sahiwal Msc N n
7 単 21 PU Hostel 未婚 n 2 3 労働者 主婦 Qaboola Sharief MA J n
8 グ 21 PU Hostel 未婚 n 2 3 ⼯場経営 主婦 Gujranwala M.Sc Both n
9 グ 21 GC Hostel 未婚 n 3 1 会社（ドバイ） 主婦 Fort Abbas Bsc Hons N n
10 単 21 PU Hostel 未婚 n 0 0 地主 主婦 Khanqah Dogran MA N n
11 グ 21 PU Hostel 未婚 n 0 1 農家 主婦 Chunian MA N n
12 単 21 PU Hostel 未婚 n 1 0 軍人 校⻑ Lodhran ? J n
13 グ 21 PU 家 未婚 n 3 3 事業家（退職） 主婦 Lahore BS J n
14 グ 21 PU 家 未婚 n 2 0 公務員 主婦 Lahore MS N n
15 グ 21 PU 家 未婚 n 2 1 地主 主婦 Hasson Abad MS J n
16 グ 22 PU Hostel 未婚 n 3 3 建設管理職 主婦 Okara BS J n
17 グ 22 PU 家 未婚 n 1 1 公務員 主婦 Lahore BS Hons N n
18 グ 22 PU 家 未婚 n 1 2 事業家 主婦 Lahore MBE J n
19 グ 23 PU Hostel 未婚 n 1 5 警察 主婦 Kasur M.Phil N n
20 単 23 PU Hostel 未婚 n 1 2 教師 主婦 Fort Abbas MA N n
21 グ 23 PU Hostel 未婚 n 0 1 農家 主婦 Chunian MA N n
22 単 23 PU Hostel 未婚 n 2 0 公務員 教師 Jahanian M.Phil N 〇
23 単 23 PU Hostel 未婚 n 1 1 州職員 主婦 Toba Tek Singh M.Phil N n
24 単 23 PU Hostel 未婚 n 1 2 死去 主婦 Sharaqpur M.Phil J n
25 単 23 PU Hostel 未婚 n 2 4 農家 主婦 Bahawalnagar M.Phil N n
26 グ 24 PU Hostel 未婚 n 1 4 教師（退職） 教師（退職） Okara M.Phil J n
27 グ 24 PU Hostel 未婚 n 2 4 退役軍人 主婦 Okara M.Phil J n
28 グ 24 PU Hostel 未婚 n 0 7 医師 主婦 Dera Ghazi Khan M.Phil N n
29 グ 24 PU Hostel 未婚 n 2 6 事業家 主婦 Rahim Yar Khan MS J n
30 グ 24 PU Hostel 未婚 n 2 4 銀行役員（退職） 教師（退職） Gilgit MA J n
31 グ 24 PU Hostel 未婚 n 0 0 死去 離婚 Layyah M.Phil N n
32 グ 24 PU Hostel 未婚 n 1 2 教師（退職） 教師 Gujrat Ph.D N n
33 単 24 PU Hostel 未婚 n 1 2 地主 校⻑ Bahawalnagar M.Phil J n
34 単 24 PU Hostel 未婚 n 1 0 地主 主婦 Sheikhupura村 MS N n
35 グ 24 PU 家 未婚 n 0 2 宗教政党役員 主婦 Lahore MBE N n
36 単 24 PU Hostel 未婚 n 2 1 退役軍人 主婦 Gujrat M.Phil J n
37 グ 25 PU Hostel 既婚 1 2 0 銀行役員、地主 教師 Jhang M.Phil J n
38 単 25 PU Hostel 未婚 n 1 3 店舗経営 教師 Rahim Yar Khan M.Phil J n
39 単 25 PU Hostel 未婚 n 1 2 会計担当役員 主婦 Layyah MS N n
40 グ 25 PU Hostel 未婚 n 2 4 卸売業 主婦 Sialkot Ph.D N n
41 グ 25 PU Hostel 未婚 n 4 6 法律事務所 主婦 Muzaffargarh Ph.D N n
42 単 25 PU Hostel 未婚 n 1 3 軍人（バハレーン） 主婦 Sialkot MS N n
43 単 25 PU Hostel 既婚 0 3 1 事業家,地主 校⻑ Multan Ph.D J n
44 単 26 PU Hostel 未婚 n 2 0 店舗経営 教師 Rahim Yar Khan Ph.D J n
45 単 27 PU Hostel 未婚 n 2 2 退役軍人 主婦 Islamabad Ph.D N n
46 単 27 PU Hostel 未婚 n 2 3 弁護⼠ 主婦 Sialkot Ph.D N n
47 グ 27 PU Hostel 未婚 n 3 0 医師 主婦 Sheikhupura Ph.D N n
48 単 27 PU 家 未婚 n 1 1 退役軍人 主婦 Bhimber M.Phil N 〇
49 単 28 PU Hostel 未婚 n 1 2 事業家（退職） 主婦 Gujranwala Ph.D J n
50 グ 29 PU Hostel 未婚 n 2 2 退役軍人 主婦 Bahawalpur Ph.D J n
51 単 30 PU Hostel 未婚 n 2 5 死去 主婦 ? Ph.D ? ?
52 グ 30 PU Hostel 未婚 n 2 2 農家 主婦 Chiniot Ph.D N 〇
53 グ 30 PU 家 未婚 n 1 1 事業家 服飾店経営 Kasur Ph.D N n
54 単 30 PU Hostel 未婚 n 1 0 事業家（退職） 死去 Gujuranwala Ph.D J n
55 グ 30 PU Hostel 未婚 n 2 1 事業家 主婦 Rawalakot Ph.D J 〇
56 グ 30 PU Hostel 未婚 n 3 3 退役軍人 死去 Gujrat Ph.D N 〇
57 単 32 PU Hostel 未婚 n 0 1 農家 主婦 Burewala Ph.D N n
58 単 32 PU Hostel 未婚 n 0 1 出稼ぎ（スペイン） 主婦 Mandi Bahauddin Ph.D N n
59 単 35 PU 家 既婚 0 3 2 エンジニア 主婦 Swabi(KPK) Ph.D N n
60 単 36 PU Hostel 未婚 n 2 5 死去 死去 Multan Ph.D J 〇
付録資料３　調査対象者一覧（予備調査）
形式 年齢 大学 居住地 未／既婚 ⼦供 兄弟 姉妹 出身地 現在の身分
61 グ 18 GC 家 未婚 n 1 3 Lahore BA
62 グ 21 PU hostel 未婚 n 2 1 Pakpathan MA
63 グ 21 GC 家 未婚 n 3 1 Lahore BA
64 グ 22 PU hostel 未婚 n 1 5 Miyan Wali MA
65 単 22 GC hostel 未婚 n 1 3 Sheikhupura BS
66 グ 22 GC 家 未婚 n 1 2 Lahore BA
67 グ 22 GC hostel 未婚 n 4 2 Lahore MA
68 グ 24 PU 家 未婚 n 0 4 Lahore Internship
69 グ 24 PU 家 未婚 n 2 3 Lahore Internship
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■質疑応答
和崎聖日（司会）　イスラーム学的な知見があり、そし
て場、状況の定義に依存した服装の変化というミク
ロな生活について、参与観察も十分にあるような、
フィールド資料に基づく充実したご報告をありがと
うございました。ここでは主に事実関係について、質
問がある方はお願いします。
帯谷知可　資料１－９のショッピングモールの写真
で、ショウウインドウに洋服が展示されていますね。
これはパキスタンではどのような人たちが着るので
しょうか。女子学生たちも着ることがあるのか教え
てください。
賀川恵理香　これに関しては私もすごくびっくりし
てシャッターを切ってしまったという感じですが、私
の見た限りでは、こうした服装をしている人はいませ
んでした。私が調査したのは公立大学ですが、私立大
学で学費も何十倍もするような大学では、ここまでは
いきませんが、タンクトップなどのような服を着てい
る女性も見られました。でも、こうした洋服について
は、「これは誰が買うのかな」と一緒にいた友だちに言
うと、「誰も買わないよ」と言っていました。
酒井啓⼦　事実関係について質問です。おもしろい
なと思ったのは、湾岸アラブだとチャーダルとア
バーヤとは同じで、頭から被ります。まさにガウンな
んですね。ここでは違っていて、しかもチャーダル
やアバーヤは場所によって脱いだり着たりするとい
う回答がありましたが、アバーヤが首から下という
ことになると、脱ぎ着のしやすさがチャーダルとア
バーヤとでかなり違うと思います。湾岸で言ってい
るアバーヤやチャーダルは、よほど厳しいというか、
きちんとしなければいけないときに口まで隠せるも
のです。頭から被るので口まで隠せる外向けのもの
なので、脱ぎ着しやすいと思います。ご質問では、ア
バーヤとチャーダルを一緒にして脱ぎ着をするかと
聞いているようですが、脱ぎ着のしやすさ、しにくさ
が同じものなのか、違うものを一緒の質問で聞いて
しまっているのか、どちらでしょう。
賀川　ありがとうございます。資料15のＤグループ
についての話だと思います。実はこの質問の仕方は
いま申し上げたとおりではなくて、「この場面ではど
のような服装をしますか」という聞き方をしていま
した。ですから、「このような場面でアバーヤを脱ぎ
ますか」、「チャーダルを脱ぎますか」というよりは、
たとえば「大学の中では何を着るか」、「大学の外では
何を着るか」というかたちで記入してもらったもの
をまとめたものです。
　たしかに公衆の面前でアバーヤを脱ぐことはでき
ません。ですから大学の中で脱ぐときは、女性用のコ
モンルームみたいな部屋があって、そこで脱ぎます。
脱いだ後のシャルワール・カミーズなどは皺になっ
ているので、それをきちんと整えたりもします。それ
に対してチャーダルはパッと脱げるので、たしかに
チャーダルのほうがかなり脱ぎやすい状況にあるか
と思います。
酒井　チャーダルの下がどのような格好なのかも関
係しますよね。これは基本的に脱いだら全部がシャ
ルワール・カミーズになるんですか。
賀川　そうですね、基本的には。
酒井　ジーンズにＴシャツという人はいませんか。
賀川　Ｔシャツはあまり……。ジーンズはたしかに
履くこともあります。下のズボンはタイトなものを
履いたり、タイツのような、日本で言う10分丈のス
パッツを履いていたりもします。Ｔシャツは、寮の中
では着ている女性はいますが、すくなくとも私が調
査した大学の中では見たことがないですね。
和崎　パルダについての言説の内面化の部分と、資
料15で５グループの分類とで、どの語りをしている
人がどのグループに属するか、対応関係はまとめて
いないのでしょうか。
賀川　すみません、それはありません。
和崎　なくてもいいと思いますが、たとえば「パル
ダは盾であり、羞恥心で……」と言っているのに、実
践面では脱ぐ人だったらおもしろい。そういう自分
が語っていることと行動とのずれみたいなものも資
料で提示できていたら、より興味深い表現になると
思います。
賀川　ありがとうございます。先ほど、①パルダを実
践している人と、②部分的にしか実践していない人
と、③実践していないと三つがあると申し上げまし
たが、実際に彼女たちの被服の方法を比べてみると
一緒だったりします。一緒のような被服の方法だけ
れども、ある人の基準では「実践している」と言って
いるし、ある人の基準では「実践していない」と言っ
ているという違いがある部分もおもしろいかと思い
ます。
後藤絵美　細かいところですが、マウドゥーディー
によるという法学者のコーランの解釈の部分につい
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て質問です。もともとアラビア語のコーランの記述
をパキスタンの文脈に落として訳したものを、さらに
日本語に訳していて、私は日頃解釈や翻訳について研
究しているので、おもしろいなと思って読みました。
　そのなかで、24章、光り章の30節、31節のところ
に「まだ女性のパルダに関する知識を持たない男児
以外に」とありますが、ここはアラビア語だと「アウ
ラ」で「恥部」なんですね。「恥ずかしい部分に関する
知識を持たない男児」という文脈ですが、これにパル
ダが入るのはおかしくないかなと思いました。これ
はもともとこういうものだったのかというのが一つ
目の質問です。
　もう一つ、33章59節に「自分の上にチャーダルの
面被をかぶるようにしなさい」とあります。これはお
そらく今回の報告に関わってくると思いますが、こ
れはウルドゥー語でこのような意味で出てくるとい
うことなんですよね。
賀川　ありがとうございます。まさにここに関して
のコメントをいただきたくて今回持ってきたところ
が大きいのです。パルダに関する知識の部分は、ウル
ドゥー語のマウドゥーディーが訳した原文では「パ
ルダ」となっていて、そのまま訳してしまいました。
ウルドゥー語では「サタル」というと恥部を意味す
ることが多くて、そういう意味なのかなと考えたの
ですが、原文では「パルダ」で記されていました。
　59節について、「チャーダルの面被をかぶるよう
に」という部分ですが、マウドゥーディーがここを
訳すときに「顔の覆いについて述べている」と主張
していて、ここは身体全体のことも言っているかも
しれませんが、とりあえずニカブは絶対にしなけれ
ばいけないということを述べていたので、その部分
に該当するのではないかと考えます。
